
横浜天声キリスト教会　　週報　第 17 巻 27 号（No.647）　　2022 年 7 月 3 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ヘブル 12:2　････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ ９番　聖なる、聖なる、聖なるかな

*交読文　････････････････ ４８番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １７５番　み霊よわれ歌う時

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：浪川執事　天声：小林伝道師

聖餐式　･････････････････ ２８１番　しみもとがも

メッセージ　･･････････････ 望みをもって求める人に報いてくださる神(ヘブル 11:6)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･･････････････････ ４０９番　渇きあえぐわが魂は

幸せと成功の宣言文 ････ 会衆一同

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 友利修兄、翁長しのぶ姉の結婚式が 7/7（木）当教会にて行われます。

コーエン夏季講義が 7/11 からあります。詳しくはチラシをご覧下さい。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　このように、＿＿にも今は不安がある。しかし、わたしは再び＿＿と会うであろう。そして、

＿＿の心は喜びに満たされるであろう。その喜びを＿＿から取り去る者はいない。その

日には、＿＿がわたしに問うことは、何もないであろう。よくよく＿＿に言っておく。＿＿

が父に求めるものはなんでも、わたしの名によって下さるであろう。今までは、＿＿はわ

たしの名によって求めたことはなかった。求めなさい、そうすれば、与えられるであろう。

そして、＿＿の喜びが満ちあふれるであろう。(ヨハネ 16:22-24)　

　実に、被造物全体が、今に至るまで、共にうめき共に産みの苦しみを続けている事を、

＿＿は知っている。それだけではなく、御霊の最初の実を持っている＿＿自身も、心の

内でうめきながら、子たる身分を授けられる事、すなわち、からだの贖われる事を待ち望

んでいる。＿＿は、この望みによって救われているのである。しかし、目に見える望みは

望みではない。なぜなら、現に見ている事を、どうして、なお望む人があろうか。もし＿＿

が見ないことを望むなら、＿＿は忍耐して、それを待ち望むのである。(ローマ 8:22-25)

メッセージ概要

　今週、イエス・キリストにあって出会った男女が結婚し、主にある新しい家庭を築こうとしている。今日は主

にあって祝福された家庭を構築して行く上で、欠かせない秘訣を、７月の御言葉・ヘブル 11:6 から得たい。

　神は人を創造する時、人をご自身のかたちとして創造し、男と女とに創造された(創世記 1:27)。そのよう

に、神に似せて男と女に創造されたからには、男女は一つとなって神を中心とした家庭を築き、生んで増

えて地に満ちる事、神の言葉に従って地を支配するのが、本来の姿である。人は神と共に歩み、神の言葉

を土台として生きるように創られており、御言葉どおりに生きる人は、岩の上に家を建てた賢い人のようだと、

イエス様は言われた(マタイ 7:24-27)。その家には、雨や洪水や風が打ちつけても、びくともしなかった。

　しかし、御言葉を聞いてもそれを行なわない人は、砂の上に家を建てた人のようで、それらが打ちつける

と、ひどい倒れ方で倒れてしまった。だから人は、主の言葉を、「信仰」をもって守り行うべきである。

　今回の箇所で言われている。信仰がなくては神に喜ばれる事はできない  、と。そして、神に近づく者は、

神がおられる  事と、  神を求める者には報いてくださる方である  事とを、  信じなければならない  、と。

　「神がおられる」という信仰は、全能なる神への恐れをもたらし、秩序ある正しい歩みへと、つながる。神を

恐れ敬う人は、「悪」を実行しようとしても、躊躇するが、悪人や愚か者は「神はいない」が信条であり、悪と

破滅の大海原へ飛び込む事に一切の躊躇が無い。それは、勇気でも強さでもなく、愚かさと無知の故だ。

　「神はいない」と言う人は腐れ果てており  (  詩篇      14:1)、そういう人は霊的な腐敗が進行し、腐った言動・立

ち居振る舞いをまき散らすので、周囲の被造物は悲しみ、いばらやあざみを生えさせ、実りは減って行く。

被造物は、神の子のあらわれを待ち望んでいるが、「神はいない」とする者達は、毛嫌いするからだ。

　しかし私達が、「神はおられる」と告白し、いのちの源であられる神のことばを信じて、宣言するなら、私達

の中の死への進行は止められ、いのちへと向かっていく。その人は生き生きとし、日々、新しくされて行く

ので、その人が行く所はどこでも、祝福がつきまとい、被造物も喜んでその人には祝福の実りで答える。

　だから私達は、神に喜ばれ、被造物に喜ばれるために、神がおられる事と、神は求める人には、必ず報

いて下さるお方である  、という事を、信じなければならない。神に希望をもって求めるなら、神はそれを喜び、

報いて下さる、というのであるなら、神に求めないほうが、損である。神は私達に、大いに期待し、望み、求

めなさい、と言っているのだ。私達が、まだ見ていない事柄について「主は必ずこうして下さる！」という希

望をもって宣言し続け、願い続けるなら、それは実るという事を先週ローマ 8:25から学んだ。だから、まだ

実現を見ていない約束があるなら、それに対して、信仰と希望  をもって望み、準備するべきである。信仰の

先人達が、そうして望んで得て来た事例が、聖書には沢山あり(ヘブル 11章)、私達も事実そうなるからだ。

　そういうわけで、信仰と希望はいつまでも残るものだが、それよりもさらに優れているものが、  愛である（１

コリント 13:13）。愛こそ、結びの帯として完全であり(コロサイ 3:14)、夫婦や親子の関係、また、全ての人間

関係において必要なものである。『愛は寛容であり、愛は情深い。また、ねたむ事をしない。愛は高ぶらな

い、誇らない。不作法をしない、自分の利益を求めない、苛立たない、恨みを抱かない。不義を喜ばない

で真理を喜ぶ。そしてすべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを耐える。』(１コリント 13:4-7)

　だからこそ私達は、あらゆる面において、愛を求めるべきである。しかしここに記されているほどの愛は、

自分で作り出すものではないし、無理に絞り出すものでもない。人が持っている愛には、限りがあるからだ。

　ただ、私たちの主イエス・キリストこそ、無尽蔵に「愛」であられるお方であり、その愛は、彼につながって

いる人を通して流れ出て来る。だから、キリストにつながっている人こそ、あらゆる人・物・事に対して、愛を

もって対処できるのだ。私達は「自分には愛が無い」と言って嘆く必要は無い！私達はただ、はじめから私

達を愛して下さったお方を、じっくり見つめ、知ろうとするのみである。　キリストは私たちのために、ご自分

のいのちをお捨てになった。それを知る事によって、私たちにも愛がわかるようになるのだ(１ヨハネ 3:16)。

　主は期待し、信じて望む者を喜び、その人が忍耐して望んだ信仰に対し、報いを下さる。この時代、大い

に信じ、期待し、祝福の実体を得ていく私達でありますように！イエス様のお名前によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                    礼拝 11:30
English Service　　　          　　         14:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:00～
金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。
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横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

